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「海外子女文芸作品コンクール」に全校で応募！ 

校長 佐藤 義朗 

一昨年度から本校は、公益財団法人 海外子女教育振興財団主催「海外子女文芸作品コンクール」に全

校で応募しています。自身が見て感じたインドを、俳句や短歌、詩や作文にして表現豊かに表しました。      

子どもたちのもっている純粋で素直な感性そして柔軟性が言葉で表現され、異なる文化の中で何に目を

向け、どのように感じているのか理解することができました。また、今回の取組を通じて日本を離れた地

で平和な日常を送ることができるありがたさも感じることができました。 

以下、子どもたちの作品を紹介します。（今回は、小学部１年生です） 
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 昨年度からムンバイ日本人学校では児童生徒会活動を本格的にスタートさせ、５月に

児童生徒総会及び新役員の認証式を行いました。児童生徒会は一人一人が学校生活の充

実と向上を図るための活動です。児童生徒全員が本部役員、生活委員会、文化委員会、

そして新設された体育委員会に所属し、よりよい学校生活を目指して取り組んでいきま

す。本部役員は全校行事やお別れ会などの企画・運営生活目標の決定、児童生徒会朝会

の司会進行。生活委員会は昼休みの全員遊び（Happy Play Time 通称 HPT として全

員がホールに集い、レクリエーションを実施）の企画・運営と学期末の清掃計画立案。

文化委員会は歌の会（Minnade Utaou no Kai 通称 MUK）の企画・運営や学校図書

の整備を行い、ライブラリーの活用推進。体育委員会は体力作りや親子レクリエーショ

ンで活動していきます。今年は各クラスの学級目標も工夫を凝らして発表されました。

一人一人が力を合わせ、楽しく笑顔で過ごせる学校（楽幸）を創っていきましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

               

 

 

 

 

 

             

           野外観察でインドの自然に親しみました  

 

                                                                                                              

令和 7 年度 児童生徒会始動！ 

 学級目標発表の一コマ 校長先生から任命証をもらいます 児童生徒の意気込みが感じられました。 

～新児童生徒会長より～ 

「一昨年に引き続き、生徒会長になりました。前回は緊張していましたが、今回は学校のことも

よくわかっているので、自信をもって取り組んでいけると思います。皆さんの声を取り入れる

ための目安箱にもどんどん意見を出してください。みんなで協力していきましょう。よろしく願

いします。」 
 

太陽がまぶしいインドの５月。今年は例年よりも早くモンスー

ンがやってきましたが、学校ではそれまでに水泳の授業を行いま

した。子どもたちの泳ぎは回を重ねるごとにどんどん上達。息継

ぎに苦戦している人も見られましたが、指導の成果もあり、全体

的にはフォームも最初から比べるとずいぶんきれいになりまし

た。また、タイムがはやくなったり、泳げる距離がのびたりと、

それぞれに進歩が見受けられました。思う存分泳ぎを楽しむ子ど

もたちの姿が印象的でした。 

インドの自然環境や動植物保護に興味を持ってもらおうと印

日協会が行っている活動に、ネイチャーフォーエバーソサエティ

というものがあります。今回はそこからお誘いがあり、５月２０

日、ボリヴァリのサンジャイ・ガンディー国立公園に行ってきま

した。大きなジャックフルーツやホワイトカンチェン、ロータス

など、インド独特の植物を観察したり、サファリ見学ではトラや

ライオンの姿を見たりすることもできました。 


